２　パスキンの生きた時代 － エコール・ド・パリ、都市のまなざし
（同時開催／ふれるかたち、現代ガラスの半世紀）

会期：平成25年6月29日（土）　～　平成25年9月23日（月・祝）
会場：北海道立近代美術館　常設展示室
主催：北海道立近代美術館
後援：札幌市、札幌市教育委員会、JR北海道、札幌アリアンス・フランセーズ


パスキンの生きた時代 － エコール・ド・パリ、都市のまなざし
Pascin and His Time: View of Paris, View from Paris

　ブルガリア生まれのジュル・パスキン（1885～1930）は、国際的な芸術都市として活況を呈していた1920年代のパリで活躍した異邦人画家のひとりである。
　しかし家を離れた10代に始まるヨーロッパ各地や北アフリカへの旅行、6年におよぶニューヨーク滞在、アメリカ南部地方やキューバ訪問といった遍歴に見られるように、パスキンはパリを唯一の安住の地としたのではなく、生涯を通じて「コスモポリタン」として生きた画家であった。画家が、鋭い観察眼と優れた素描力で描き出した各地の光景は、パリ時代に評判を呼んだ油彩の裸婦像と並んで、重要な作品群を構成している。
　この展覧会では、パスキンがパリという大都市の内部と外部を行き来しながら、周囲の世界へと向けたまなざしに注目した。このひとりの画家の足跡をたどることで、その芸術のありようを明らかにするとともに、彼が生きた時間を軸としてそれぞれの場所を生き生きと浮かびあがらせる企画であった。


●展示構成
Ⅰ　パリへ
Ⅱ　アメリカへ
Ⅲ　再び、パリへ


ふれるかたち
Touching Sculptures
彫刻や立体作品を手で触れて鑑賞する展覧会で、本年度で14回目を数えた。視覚に障害を持つ方にも美術作品をより楽しんでいただくとともに、幅広い年齢層の晴眼者をも視覚にとどまらない作品へのアプローチへ誘うことをねらった。

●展示構成
今回は1階吹き抜け奥の広く天井高のある空間を活用し、山内壮夫の大作《ソンミの慟哭Ⅰ》や国松明日香の《風》を、「ふれるかたち」展としては初めて展示した。全体は具象彫刻から半具象、そして抽象へという大きな流れに沿って構成した。

	

	
現代ガラスの半世紀
Fifty Years in Contemporary Glass
1960年代のアメリカで始まり、世界中に広がったスタジオ・グラス運動は、小型のガラス溶解炉を個人のスタジオに設置することで、大規模な工場や職人との共同作業からガラス作家を解放し、作家自身の構想を手ずから形にすることを可能にするものだった。その結果、20世紀後半には、自由な発想と技法における試行錯誤によって、かつてないほどの多彩な作品が生み出されてきた。そうした中でガラス作品は、工芸という分野だけに留まらず、現代美術の文脈の中でも語り得るようになり、素材を充分に活かした作品のみならず、ガラスの概念そのものを覆すような作品も作られるようになった。
　当館では、ガラスの作品収集を進めながら、国内外のガラス芸術を紹介する企画展を開催してきた。その中で1982年から1994年まで３年毎に５回にわたった「世界現代ガラス展」、1997年の「The Glass Skin　ガラスの新世紀」展、2003年の「Outspoken Glass　遠慮のないガラス」展はいずれも現代ガラスの動向を紹介するものだった。本展では、これらの展覧会を振り返りながら、多様で刺激にあふれる現代ガラスの世界を紹介した。

●展示構成
展示順は基本的に、作家の生年順。ただし日本の作家は最後にまとめた。明確なコーナー分けはないが、展示内容の補足としてトピックパネル「スタジオ・グラス運動」「世界現代ガラス展」「日本の現代ガラス」を作成した。
[bookmark: _GoBack]
●作品展示
札幌通運株式会社

●会場造作
株式会社松原建装

●広報印刷物
ポスター／Ｂ２判
チラシ／Ａ４判、両面カラー
印刷／山藤三陽印刷株式会社
デザイン／松浦志乃

●出品目録
Ａ４判４頁（当館簡易印刷）

●関連事業（会場はいずれも常設展示室）
[ギャラリー・トーク]
日時：7月20日（土）　午後2時～2時30分
講師：齊藤千鶴子（当館学芸員）
内容：「もっとふれたいかたち」

日時：7月27日（土）、8月31日（土）　午後2時～2時30分
講師：柴勤（当館学芸部長）
内容：「コスモポリタンの画家たち」

日時：8月3日（土）、17日（土）　午後2時～2時30分
講師：中村聖司（当館学芸第三課長）
内容：「パスキン、ピカソ、バレエ・リュス
　　　　 － パリの異国人芸術家たちの単体表現を探る」

日時：8月10日（土）、9月7日（土）　午後2時～2時30分
講師：薗部容子（当館学芸員）
内容：「チェコの現代ガラスについて」

日時：9月14日（土）、21日（土）　午後2時～2時30分
講師：森本陽香（当館学芸員）
内容：「パスキンの生きた時代」



●主な新聞・雑誌記事等
【パスキンの生きた時代―エコール・ド・パリ、都市のまなざし】
なし

【ふれるかたち】
季刊北方圏　「新・北の美59　山内壮夫『ソンミの慟哭Ⅰ』」　平成25年夏号3月号

【現代ガラスの半世紀】
なし







